
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年 ５月 １日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）：  

本研究課題で、我々は狂犬病ウイルス抗原迅速イムノクロマト法(RITC)を応用し、その有用性
を評価した。この RICT とその他の方法を用いて東南アジア諸国における狂犬病の疫学調査を
行い、RICT の有用性および狂犬病ウイルスの新たな分子疫学的特徴を明らかにした。 

研究成果の概要（英文）： 
In this study we developed and evaluated a rapid immunochromatography test for the 

diagnosis of rabies. Using this kit and other tests we did epidemiological surveillance of 

rabies. The study was a success and added new knowledge.  
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１．研究開始当初の背景 
  狂犬病により、全世界で年間 5万 5千が死
亡していると推定されている。しかし、実際
の死亡者数はこの 100倍以上とも言われてい
る。しかし、現行の狂犬病の実験室診断法は
高価な実験施設や実験機器が必要であり、さ
らに高度な技術を必要とされるなどの問題
点が挙げられる。また、麻痺型狂犬病は臨床
診断が非常に困難であり、その有病率や発症
機序は明らかではない。 
狂犬病は主にアジア・アフリカ諸国で流行

し、日本人旅行者の死亡例も近年報告されて

おり、日本における再興感染症が懸念されて
いる。日本への侵入や流行の拡大を防ぐため
にも、狂犬病ウイルスの流行形態を把握する
ことが必要であるが、これら流行国における
狂犬病ウイルスの分子疫学的調査は十分行
われていない。 
 
２．研究の目的 
 (1) 狂犬病ウイルス抗原迅速イムノクロ
マト法 (Rapid immunochromatography test 
[RICT])を実際の狂犬病診断に応用し、その
有用性を検討する。 
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Country Thai land Bhutan

Spec ies Dog Cow, Dog Cat Other an imals Human

No. samples 228 27 115 47 86

Sensit ivity 95% 90% 74% 89% 99%

Spec ific ity 98% 100% 100% 100% 8%

Accuracy 96% 93% 91% 98% 86%

Sr i Lanka

(2) RICT を用いた原因不明脳炎、急性弛緩
性麻痺患者における麻痺型狂犬病の有病率
を調査する。 
(3) アジアにおける狂犬病の疫学及び分子
疫学調査を行う。 
 
３．研究の方法 
狂犬病のヒトおよび動物検体を用いて、既

存の蛍光抗体法(FAT)と比較し RICTの有効性
を検討する。原因不明脳炎、急性弛緩性麻痺
患者から脳脊髄液(CSF)を採取し、RICTによ
って狂犬病ウイルス抗原を検出する。さらに、
CSFから核酸を抽出し、RT-PCR法によって狂
犬病ウイルス Nおよび G遺伝子領域を増幅し、
分子疫学解析を行う。 
 
４．研究成果 

(1) タイ、ブータンおよびスリランカにお
いて、狂犬病疑いのヒト脳検体、計 86検体、
及び動物脳検体、計 417検体を用いて FATと
比較し RICT の有効性を評価した。ヒトにお
ける検出感度は 99%、イヌでは 95%、ネコ検
体では 74％であった。イヌ 228検体における
特異度は 98％であった(Am J Trop Med Hyg, 
2012, 表 1)。 

 
表1. 狂犬病ウイルス抗原検出におけるFAT法と比較したRICT

の感度・特異度・精密度 

 
(2) 原因不明脳炎および急性弛緩性麻痺

患者 CSF から RICT を用いて麻痺型狂犬病を
検索した結果、スリランカにおいては 202検
体中 1 検体、バングラデシュにおいては 69
検体中 0 検体が陽性であった(Clin Infect 
Dis, 2012)。 

 
(3) RICTを改良することで抗狂犬病ウイル

ス中和抗体を迅速に検出可能な RAPINA キッ
トを開発し、ヒト及びイヌ検体を用いて、そ
の性能を評価した(Vaccine, in press) 

 
(4) 2004 年から 2008 年までのバングラデ

シュにおける狂犬病の疫学調査を行った
(Vaccine, 2011, Epidemiol Infect, 2011)。
その結果、バングラデシュでは年間約 2000
人ものヒトが狂犬病によって死亡している
ことが明らかになった。現在、バングラデシ
ュにおける狂犬病ウイルスの分子疫学的解
析を進めている。 

 
(5)スリランカにおいては、流行株の全ゲ

ノム配列を決定した(Arch Virol, 2011)。さ
らに、アジアで初めてとなる森林型狂犬病が
ジャコウネコで流行していることを発見し
た(Emerg Infect Dis, 2011, 図 1)。 
 

図 1. 狂犬病ウイルス N遺伝子全長領域を用いた進化系統樹解析 
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